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博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 大阪大学 機関番号 14401

井上 克郎(大阪大学大学院情報科学研究科長)

３． プログラム    　（ふりがな）

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

平野 俊夫(大阪大学長)

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） いのうえ かつろう

氏名・職名

にしお しょうじろう

コーディネーター 氏名・職名 西尾 章治郎(大阪大学大学院情報科学研究科教授)

４． 申請類型 K ＜複合領域型（情報）＞

５．

プログラム名称 ヒューマンウェアイノベ―ション博士課程プログラム

英語名称 Humanware Innovation Program

副題 情報・生体・認知ダイナミクスの理解によるイノベーション創出人材育成

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士(情報科学)、博士(生命機能学)、博士(工学)、博士(理学)、または博士(学術)
付記する名称: ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム

７． 主要分科

（① 情報学 （② 生物科学 （③ 脳神経科学

電気電子工学、心理学

８． 主要細目

（① （② （③

ソフトウェア、計算機システム・ネットワーク、知覚情報処理・知能ロボティクス、認知科学、
生物物理学、社会心理学、融合基盤脳科学、融合脳計測科学、知能機械学・機械システ
ム、電子デバイス・電子機器、通信・ネットワーク工学

９． 専攻等名 情報科学研究科
　　　　　　　情報数理学専攻、コンピュータサイエンス専攻、情報システム工学専攻、
　　　　　　　情報ネットワーク学専攻、マルチメディア工学専攻、バイオ情報工学専攻
生命機能研究科
　　　　　　　生命機能専攻
基礎工学研究科
　　　　　　　システム創成専攻、機能創成専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

連合大学院 共同教育課程

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

(独)理化学研究所、(独)情報通信研究機構、(株)国際電気通信基礎技術研究所、(株)東芝、日本電気(株)、日
本電信電話(株)、パナソニック(株)、(株)日立製作所、Microsoft Research、(財)日本科学技術振興財団

（機関名：大阪大学　申請類型：複合領域型（情報）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ヒューマンウェアイノベ―ション博士課程プログラム）

ひらの　としお　　 （ふりがな）

       氏名・職名



[採択時公表]

国際連携プログラムの実施および生体イメージング分野
の教育研究指導

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

（プログラム責任者）

井上　克郎 ｲﾉｳｴ ｶﾂﾛｳ 55 情報科学研究科・コンピュータサイエンス専攻・
教授・情報科学研究科長

ソフトウェア工学
工学博士

プログラム全体の実施責任とソフトウェア工学に関する
教育研究指導

（プログラムコーディネーター）

西尾　章治郎 ﾆｼｵ ｼｮｳｼﾞﾛｳ 60 情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教授
マルチメディア
データ工学
工学博士

プログラム運営全体の統括と情報ダイナミクスに関する
教育研究指導

谷田　純 ﾀﾆﾀﾞ ｼﾞｭﾝ 53 情報科学研究科・情報数理学専攻・教授
情報フォトニクス

工学博士
教務プログラムの企画・運営、産学官連携プログラムの
実施およびナノ情報フォトニクスに関する教育研究指導

沼尾　正行 ﾇﾏｵ ﾏｻﾕｷ 53 産業科学研究所・教授　情報科学研究科・情報数
理学専攻・教授

人工知能
工学博士

国際連携プログラムの実施および共感計算に関する教育
研究指導

増澤　利光 ﾏｽｻﾞﾜ ﾄｼﾐﾂ 52 情報科学研究科・コンピュータサイエンス専攻・
教授

分散システム論
工学博士

教務プログラムの企画・運営および分散システム論に関
する教育研究指導

八木　康史 ﾔｷﾞ ﾔｽｼ 52 産業科学研究所・教授　情報科学研究科・コン
ピュータサイエンス専攻・教授

視覚情報処理
工学博士

国際連携プログラムの実施および視覚情報処理分野の教
育研究指導

尾上　孝雄 ｵﾉｴ ﾀｶｵ 43 情報科学研究科・情報システム工学専攻・教授
集積システム工学

博士(工学)
学生の選抜、QEおよび産学官連携プログラムの実施なら
びに応用システム実装に関する教育研究指導

竹村　治雄 ﾀｹﾑﾗ ﾊﾙｵ 53 サイバーメディアセンター・教授　情報科学研究
科・情報システム工学専攻・教授

ヒューマン
インタフェース

工学博士

国際連携プログラムの実施およびヒューマンインタ
フェースに関する教育研究指導

村田　正幸 ﾑﾗﾀ ﾏｻﾕｷ 52 情報科学研究科 情報ネットワーク学専攻・教授
情報

ネットワーク学
工学博士

産学官連携プログラムの実施と情報ネットワークのダイ
ナミクスに関する教育研究指導

東野　輝夫 ﾋｶﾞｼﾉ ﾃﾙｵ 55 情報科学研究科・情報ネットワーク学専攻・教授
ユビキタス
ネットワーク
工学博士

教務プログラムの企画・運営およびユビキタスネット
ワークに関する教育研究指導

藤原　融 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾄｵﾙ 53 情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教授
情報セキュリ
ティ・符号理論

工学博士

国際連携プログラムの実施および情報セキュリティ・符
号理論に関する教育研究指導

細田　耕 ﾎｿﾀﾞ ｺｳ 46 情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教授
ロボティクス
博士(工学)

学生の選抜、QEおよび国際連携プログラムの実施ならび
にロボティクスにおける教育研究指導

下條　真司 ｼﾓｼﾞｮｳ ｼﾝｼﾞ 53 サイバーメディアセンター・教授　情報科学研究
科・マルチメディア工学専攻・教授

ネットワーク応用
工学博士

広報企画の推進およびネットワーク応用に関する教育研
究指導

清水　浩 ｼﾐｽﾞ ﾋﾛｼ 50 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
代謝工学
工学博士

教務プログラムの企画・運営、広報プログラムの実施お
よび生命情報科学分野に関する教育研究指導

若宮　直紀 ﾜｶﾐﾔ ﾅｵｷ 41 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
バイオ情報
通信工学
博士(工学)

国際連携プログラムおよび広報プログラムの実施ならび
にバイオ情報通信工学における教育研究指導

四方　哲也 ﾖﾓ ﾃﾂﾔ 48 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
進化生物学
工学博士

広報企画の推進および融合研究に関する教育研究指導

難波　啓一 ﾅﾝﾊﾞ ｹｲｲﾁ 60 生命機能研究科・生命機能専攻・教授

柳田　敏雄 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾄｼｵ 65 生命機能研究科・生命機能専攻・特任教授(常勤)
生物物理学
工学博士

国際的高度研究環境の整備および脳情報通信融合研究に
関する教育研究指導

平岡　泰 ﾋﾗｵｶ ﾔｽｼ 55 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
分子細胞生物学

理学博士
教務プログラムの企画・運営および染色体と細胞核の機
能に関する教育研究指導

八木　健 ﾔｷﾞ ﾀｹｼ 51 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
分子生物学・神経

科学
理学博士

産学官連携プログラムの実施および分子生物学・神経科
学分野に関する教育研究指導

近藤　滋 ｺﾝﾄﾞｳ ｼｹﾞﾙ 52 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
発生生物学・形態

形成
医科学博士

学生の選抜およびQEの実施ならびに数理生物学の教育研
究指導

月田　早智子 ﾂｷﾀ ｻﾁｺ 58 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
細胞生物学
医学博士

広報プログラムの企画と運営および細胞間接着・細胞骨
格シグナル系研究の教育研究指導

大澤　五住 ｵｵｻﾜ ｲｽﾞﾐ 56 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
視覚神経科学

Ph.D.
国際連携プログラムの実施および脳神経工学に関する教
育研究指導

藤田　一郎 ﾌｼﾞﾀ ｲﾁﾛｳ 55 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
認知脳科学
理学博士

広報企画の推進および認知脳科学・システム神経科学分
野に関する教育研究指導

山本　亘彦 ﾔﾏﾓﾄ ﾉﾌﾞﾋｺ 55 生命機能研究科・生命機能専攻・教授

神経科学・神経
ネットワークの

形成機構
工学博士

教務プログラムの企画・運営および神経科学分野の教育
研究指導

（機関名：大阪大学　申請類型：複合領域型（情報）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ヒューマンウェアイノベ―ション博士課程プログラム）

生物物理学・構造
生物学
工学博士



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

小倉　明彦 ｵｸﾞﾗ ｱｷﾋｺ 60 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
神経生理学
理学博士

産学官連携プログラムの実施および基礎神経科学におけ
る教育研究指導

倉橋　隆 ｸﾗﾊｼ ﾀｶｼ 50 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
生理学
理学博士

国際連携プログラムの実施および生理学における教育研
究指導

北澤　茂 ｷﾀｻﾞﾜ ｼｹﾞﾙ 49 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
神経科学
医学博士

広報プログラムの実施および神経科学分野の教育研究指
導

石黒　浩 ｲｼｸﾞﾛ ﾋﾛｼ 48 基礎工学研究科・システム創成専攻・教授
ロボット学
工学博士

ロボット学関連のプログラム企画・運営と調整およびロ
ボット学分野における教育研究指導

新井　健生 ｱﾗｲﾀﾂｵ 60 基礎工学研究科・システム創成専攻・教授
ロボット工学
工学博士

国際連携プログラムおよび産学官連携プログラムの実施
とロボットの設計・制御に適用可能な生体ダイナミクス
の教育研究指導

西田　正吾 ﾆｼﾀﾞ ｼｮｳｺﾞ 60 基礎工学研究科・システム創成専攻・教授
ヒューマンインタ
フェース工学
工学博士

産官学連携プログラムおよび広報プログラムの実施なら
びにヒューマンインタフェースに関する教育研究指導

宮崎　文夫 ﾐﾔｻﾞｷ ﾌﾐｵ 59 基礎工学研究科・機能創成専攻・教授
ロボティクス
工学博士

国際連携の推進および教務プログラムの企画・運営なら
びにヒトとロボットのインタラクションに関する教育研
究指導

尾方　成信 ｵｶﾞﾀ ｼｹﾞﾉﾌﾞ 43 基礎工学研究科・機能創成専攻・教授
計算科学・
計算力学
博士(工学)

学生の選抜、QEおよび国際連携プログラムの実施ならび
に大規模複雑系ダイナミクスのモデリングとシミュレー
ションに関する教育研究指導

苧阪　満里子 ｵｻｶ ﾏﾘｺ 61 人間科学研究科・人間科学専攻・教授
認知心理学・認知

脳科学
教育学博士

認知ダイナミクスに関するコースワークの企画・運営お
よび関連する講義の実施

大竹　文雄 ｵｵﾀｹ ﾌﾐｵ 51 社会経済研究所・教授
労働経済学・行動

経済学
博士(経済学)

イノベーション創出に関わる経済学的知見およびコミュ
ニケーション能力向上の観点からのコースワークの企
画・運営と関連講義の実施

八木　絵香 ﾔｷﾞ ｴｺｳ 39 コミュニケーションデザイン・センター・准教授
科学技術社会論
博士(工学)

コミュニケーション力、デザイン力向上に関するコース
ワークの企画・実践およびファカルティデベロメントの
実施

正城　敏博 ﾏｻｷ ﾄｼﾋﾛ 42 産学連携本部・総合企画推進部・知的財産部・教
授

産学連携・
知的財産
博士(工学)

ヒューマンイノベーション創出に関する産学連携のス
キーム構築と関連するコースワークの企画と実施

川人　光男 ｶﾜﾄ ﾐﾂｵ 58 株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報通
信総合研究所・所長

計算論的神経科学
工学博士

脳神経科学およびブレイン・マシン・インタフェースの
研究開発に関わる教育研究指導

土井　美和子 ﾄﾞｲ ﾐﾜｺ 57 株式会社東芝・研究開発センター・首席技監
ヒューマン

インタフェース
博士(工学)

産業界と連携したリーディングプログラム強化および
ヒューマンイノベーション創出に関わるコースワークの
企画と実施

森岡　澄夫 ﾓﾘｵｶ ｽﾐｵ 43 日本電気株式会社・システムIPコア研究所・主任
研究員

システム集積化
博士(工学)

電機メーカーにおける研究開発の経験を基づくイノベー
ション創出に関わるプロジェクト推進に関するコース
ワークの企画と実施

串間　和彦 ｸｼﾏ ｶｽﾞﾋｺ 55 日本電信電話株式会社・常務理事・サイバーコ
ミュニケーション総合研究所・所長

研究開発
マネジメント
博士(情報学)

情報通信分野における研究開発の知見をベースとしたイ
ノベーション創出プロセスに関する実践的なコースワー
クの企画と実施

楠見　雄規 ｸｽﾐ ﾕｳｷ 47 パナソニック株式会社・AVCネットワークス社次
世代プラットフォーム開発センター・所長

研究開発戦略
工学修士

情報・電気機器メーカーにおける研究開発の知見をベー
スとしたコースワーク設計およびイノベーション創出プ
ロセスに関する実践講義の企画・実施

赤津　雅晴 ｱｶﾂ ﾏｻﾊﾙ 48 株式会社日立製作所・横浜研究所情報サービス研
究センタ・センタ長

システムモデリン
グ・サービス
イノベーション
博士(工学)

社会インフラ分野を中心に、企業が直面している現実課
題解決を目指した実践的なコースワークの企画立案およ
び実施

辻井　潤一 ﾂｼﾞｲ ｼﾞｭﾝｲﾁ 63 Microsoft Research・アジア研究所・首席研究員
自然言語処理
工学博士

世界をリードする研究所との連携を活かした高度博士人
材育成に関するコースワークの設計と実施

吉田　浄 ﾖｼﾀﾞ ｷﾖｼ 63 公益財団法人日本科学技術振興財団・専務理事

理科教育振興・
企業法務・ミクロ
経済学による企業

分析
経済学士
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 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

 
概要 
現在、経済行為まで含む社会活動において、情報ネットワークを介して人間同士が密接に相互作用

することが一般的になり、複雑なダイナミクスを持つ巨大ネットワークシステムが構築されつつある。
情報技術はハードウェア、ソフトウェア両面において他分野と比較しても類い稀なる発展を遂げてき

た。しかし、今後、人間の社会活動の結果として構築される巨大情報ネットワークを介して新たなサ
ービスや産業を創起していくには、ハードウェア、ソフトウェアに加えて、情報を理解し、判断し、
新たに生み出す人間そのものを取り込んだネットワークに対する深い理解と洞察をもって新しい価値
を生み出す人材が求められる。特に、先般の東日本大震災のように、事前に予測することが困難な多
様な事象に、柔軟かつ頑強に対応する能力がシステムに要求されるが、そのためには、従来のシステ
ムの境界を設定して効率化を目指す人工システム開発手法からのパラダイムシフトとして、35 億年を

生き抜いてきた生命の柔軟性、頑強性、創造性に学ぶという考えに立つことが必要である。長い進化
の歴史の中でさまざまな事象、たとえ隕石衝突であっても、それに対応して巨大ネットワークを変容
させ維持してきた（柔軟性）だけでなく、革新的性質を創造し（持続発展性）、生き残った（頑強性）
集団が、現在の生物である。高度な持続発展性を有する大規模複雑ネットワークとしての生物の数理
的構造を抽出し、細胞や生態系に加え、さらに、人間活動を認知・脳科学の側面から理解することで、
持続発展性と創造性をもたらす革新的情報技術の創出が可能となる。 

本学位プログラムでは、大阪大学の情報科学研究科、生命機能研究科、基礎工学研究科が密接に連
携し、人と人を繋ぐ情報の流れとそれによって変化する人と人の関係のダイナミクス、すなわち「情
報ダイナミクス」を扱うヒューマンウェアの発展を主導し、情報科学、生命科学、認知・脳科学の諸
分野を融合することによって将来の融合領域の開拓を牽引するリーダーを育成する。ヒューマンウェ
アに関わる技術を習得するには、情報を受け取り、理解し、新たな情報を産み出す人間の高次脳機能
としての「認知ダイナミクス」、人や環境に柔軟に適応する機能を与える「生体ダイナミクス」を理解

することが必要である。これら三つのダイナミクスを包括的に理解し、自ら課題を設定し、グループ
を組織して牽引し、解決できるリーダーを育成し、生活、文化、社会の発展や新産業・サービスを創
造する高度情報システムの発展に資する。 
 
特色 
これまで理工系博士人材は、高効率化を目指した社会システムにおいてイノベーション創出に大き

く貢献してきた。しかし、新技術の開発によって、環境や何よりもその利用者である人に対して負荷
が増大するというジレンマから逃れることは困難であった。本プログラムでは、ヒューマンウェアと
いう新たな視点をもってイノベーションの方向性を転換し、絶えず変化する社会環境を支え、柔軟性、
頑強性、持続発展性を有するシステムを構築できる博士人材を育成する。ヒューマンウェアを扱う博
士人材を徹底した融合研究（斎同熟議）により育成し、人間中心の情報技術の構築、災害時にも自律

復旧が可能な社会ネットワークの構築、世代や立場を超えた人間同士のコミュニケーションやコミュ
ニティ形成を促進する情報技術の開発などにおいてイノベーションの方向性を大きく転換する。 
 
優位性 
大阪大学大学院情報科学研究科では、「生命に学ぶ情報技術の確立」という大きな目標のもと、情報

科学と生命科学の複合領域形成を 21 世紀COEプログラム、グローバルCOEプログラムを中心として
推進してきた。情報科学研究科が、生命科学・脳科学分野で世界をリードする生命機能研究科、大阪
大学が世界に誇るロボティクス・認知科学分野を牽引する基礎工学研究科と強い連携体制を築くこと
により、これらの複合領域において「ヒューマンウェア」を基軸とした博士人材育成プログラムを開
始することは、他大学には成し得ない卓越したプログラムになると確信している。さらに、情報通信
研究機構 (NICT) 脳情報通信融合研究センター、理化学研究所生命システム研究センター、国際電気

通信基礎技術研究所と強固な連携体制を構築することは、本学のみが実現し得る大きな特色である。 
また、情報科学研究科では、産学連携フォーラムOACISを構築して産業界との密接な協力関係を形

成し、国内外の企業や研究機関へのインターシップの単位化もすでに行っている。これらの連携活動
の中核を成してきた企業群は、本学位プログラムが目指す人材像に賛同し、大きな期待のもとに参画
を既に確約しており、より強力な連携体制へと移行することが可能である。また、国際ネットワーク
に関しても、3 研究科は北米（カリフォルニア大、ワシントン大）、アジア（北京大、上海交通大、南

洋工科大）、欧州（ビーレフェルト大、イタリア工科大(IIT)、南デンマーク大）を始めとする連携機関
を擁しており、グローバルに活躍する人材を育成する体制の準備は万全である。 



（ 機 関 名 ： 大 阪 大 学  申 請 類 型 ： 複 合 領 域 型 (情 報 ) ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ名 称 ： ヒ ュ ー マ ン ウ ェ ア イ ノ ベ ― シ ョ ン 博 士 課 程 プ ロ グ ラ ム ） 
 

 

 

[採択時公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 情報・生体・認知ダイナミクスの理解によるイノベーション創出人材育成 
 

 

 



 

 

機  関  名 大阪大学  

プログラム名称 ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム  

［採択理由］ 

本プログラムで提案されている、情報・生体・認知ダイナミクスの理解によるイ

ノベーション創出人材育成は、激変する情報社会で生起する問題に対応できる情報

技術としてのヒューマンウェアの確立が必要という社会的要請に即したものであ

る。そして、新たな視点でイノベーションの方向性を転換し、絶えず変化する社会

環境を支えるために複雑でありながらも、柔軟性、頑強性、持続発展性を有するシ

ステムを構築できる博士人材を育成するというこれまでの大学の取組に沿った実

現性の高いプログラムとなっている。  
教育・研究資源に関しては、3 件のグローバル COE プログラムを推進した研究

科のこれまでの多数の実績から、本プログラムを実施するのに十分な教育研究基盤

を有しているものとして評価できる。また、特に世界トップレベルの研究環境での

博士人材育成を目指して、学内に独立行政法人情報通信研究機構脳情報通信融合研

究センター及び独立行政法人理化学研究所生命システム研究センターを誘致する

ことが確定しており、これらの 2 センターとの連携体制も整っている。人材養成面

では、国際経験が豊富で広い視野を持って活躍している多くの人材がプログラム担

当者に配置されていることもあり、実現可能性の高いプログラムとなっている。ま

た、「斎同熟議」と呼ぶ、背景知識の異なる大学院学生によるお互いの領域の融合

に関する自律的な徹底した議論・合宿討議を含めた異分野融合研究は、目的とする

イノベーション創出人材育成に有効に働くことが期待される。  
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